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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年7月4日(2013.7.4)

【公開番号】特開2011-242718(P2011-242718A)
【公開日】平成23年12月1日(2011.12.1)
【年通号数】公開・登録公報2011-048
【出願番号】特願2010-117085(P2010-117085)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｂ  15/00     (2006.01)
   Ｇ１０Ｈ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｂ  15/00    　　　Ｃ
   Ｇ１０Ｈ   1/00    １０２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月16日(2013.5.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の鍵からなる鍵盤と、
　当該各鍵に配設された電極と、
　当該電極毎に設けられ、所定の周波数及びレベルを有する電気信号を生成して対応する
前記電極に出力する出力回路と、
　発生すべき楽音の音高、ベロシティ及び当該楽音の発音タイミングを有する楽音データ
を複数有して成る曲データを記憶する曲データ記憶手段と、
　前記曲データ記憶手段に記憶される曲データに含まれる楽音データを当該楽音データ内
の発音タイミングに基づいて順次読み出す読み出し手段と、
　前記複数の鍵のいずれかに対する押鍵及び当該押鍵に対する押鍵速度を検出する押鍵検
出手段と、
　該押鍵検出手段により検出された押鍵速度に対応するベロシティを検出するベロシティ
検出手段と、
　前記押鍵検出手段により押鍵が検出されたタイミングで前記読み出し手段により読み出
された楽音データに含まれるベロシティと前記ベロシティ検出手段によって検出されるベ
ロシティとの差分値を求める差分生成手段と、
　当該差分生成手段により求められた差分値に基づいて前記読み出し手段により読み出さ
れたベロシティより前記ベロシティ検出手段によって検出されたベロシティが大きいと判
別された場合は、前記押鍵検出手段により押鍵の検出された鍵に対応する出力回路にて生
成される電気信号の周波数及びレベルの少なくとも一方を低減させるとともに、前記読み
出し手段により読み出されたベロシティより前記ベロシティ検出手段によって検出された
ベロシティが小さいと判別された場合は、前記押鍵の検出された鍵に対応する出力回路に
て生成される電気信号の周波数及びレベルの少なくとも一方を増加させる制御手段と、
　を具備することを特徴とする教習装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記差分値に対応する速度で前記電気信号の周波数及びレベルの少な
くとも一方を変化させることを特徴とする請求項１記載の教習装置。
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【請求項３】
　複数の鍵からなる鍵盤と、当該各鍵に配設された電極と、当該電極毎に設けられ、所定
の周波数及びレベルを有する電気信号を生成して対応する前記電極に出力する出力回路と
、発生すべき楽音の音高、ベロシティ及び当該楽音の発音タイミングを有する楽音データ
を複数有して成る曲データを記憶する曲データ記憶手段と、を有する教習装置として用い
られるコンピュータに、
　前記曲データ記憶手段に記憶される曲データに含まれる楽音データを当該楽音データ内
の発音タイミングに基づいて順次読み出す読み出しステップと、
　前記複数の鍵のいずれかに対する押鍵及び当該押鍵に対する押鍵速度を検出する押鍵検
出ステップと、
　当該検出された押鍵速度に対応するベロシティを検出するベロシティ検出ステップと、
　前記押鍵が検出されたタイミングで読み出された楽音データに含まれるベロシティと前
記検出されたベロシティとの差分値を求める差分生成ステップと、
　当該求められた差分値に基づいて前記読み出されたベロシティより前記検出されたベロ
シティが大きいと判別された場合は、前記押鍵の検出された鍵に対応する出力回路にて生
成される電気信号の周波数及びレベルの少なくとも一方を低減させるとともに、前記読み
出されたベロシティより前記検出されたベロシティが小さいと判別された場合は、前記押
鍵の検出された鍵に対応する出力回路にて生成される電気信号の周波数及びレベルの少な
くとも一方を増加させる制御ステップと、
　を実行させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明では、複数の鍵からなる鍵盤と、当該
各鍵に配設された電極と、当該電極毎に設けられ、所定の周波数及びレベルを有する電気
信号を生成して対応する前記電極に出力する出力回路と、発生すべき楽音の音高、ベロシ
ティ及び当該楽音の発音タイミングを有する楽音データを複数有して成る曲データを記憶
する曲データ記憶手段と、前記曲データ記憶手段に記憶される曲データに含まれる楽音デ
ータを当該楽音データ内の発音タイミングに基づいて順次読み出す読み出し手段と、前記
複数の鍵のいずれかに対する押鍵及び当該押鍵に対する押鍵速度を検出する押鍵検出手段
と、該押鍵検出手段により検出された押鍵速度に対応するベロシティを検出するベロシテ
ィ検出手段と、前記押鍵検出手段により押鍵が検出されたタイミングで前記読み出し手段
により読み出された楽音データに含まれるベロシティと前記ベロシティ検出手段によって
検出されるベロシティとの差分値を求める差分生成手段と、当該差分生成手段により求め
られた差分値に基づいて前記読み出し手段により読み出されたベロシティより前記ベロシ
ティ検出手段によって検出されたベロシティが大きいと判別された場合は、前記押鍵検出
手段により押鍵の検出された鍵に対応する出力回路にて生成される電気信号の周波数及び
レベルの少なくとも一方を低減させるとともに、前記読み出し手段により読み出されたベ
ロシティより前記ベロシティ検出手段によって検出されたベロシティが小さいと判別され
た場合は、前記押鍵の検出された鍵に対応する出力回路にて生成される電気信号の周波数
及びレベルの少なくとも一方を増加させる制御手段と、を具備することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記請求項１に従属する請求項２に記載の発明では、前記制御手段は、前記差分値に対
応する速度で前記電気信号の周波数及びレベルの少なくとも一方を変化させることを特徴
とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項３に記載の発明では、複数の鍵からなる鍵盤と、当該各鍵に配設された電極と、
当該電極毎に設けられ、所定の周波数及びレベルを有する電気信号を生成して対応する前
記電極に出力する出力回路と、発生すべき楽音の音高、ベロシティ及び当該楽音の発音タ
イミングを有する楽音データを複数有して成る曲データを記憶する曲データ記憶手段と、
を有する教習装置として用いられるコンピュータに、前記曲データ記憶手段に記憶される
曲データに含まれる楽音データを当該楽音データ内の発音タイミングに基づいて順次読み
出す読み出しステップと、前記複数の鍵のいずれかに対する押鍵及び当該押鍵に対する押
鍵速度を検出する押鍵検出ステップと、当該検出された押鍵速度に対応するベロシティを
検出するベロシティ検出ステップと、前記押鍵が検出されたタイミングで読み出された楽
音データに含まれるベロシティと前記検出されたベロシティとの差分値を求める差分生成
ステップと、当該求められた差分値に基づいて前記読み出されたベロシティより前記検出
されたベロシティが大きいと判別された場合は、前記押鍵の検出された鍵に対応する出力
回路にて生成される電気信号の周波数及びレベルの少なくとも一方を低減させるとともに
、前記読み出されたベロシティより前記検出されたベロシティが小さいと判別された場合
は、前記押鍵の検出された鍵に対応する出力回路にて生成される電気信号の周波数及びレ
ベルの少なくとも一方を増加させる制御ステップと、を実行させることを特徴とする。
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